
国
は
東
日
本
大
震
災
及
び

原
発
事
故
で
失
わ
れ
た
福
島

県
浜
通
り
地
域
の
産
業
基
盤

を
再
構
築
す
る
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
を

２
０
１
４
年
に
と
り
ま
と
め

た
。
柱
の
１
つ
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
な
ど
の
新
た
な
産
業

集
積
を
掲
げ
て
い
る
。

１６
年
に
は
「
福
島
新
エ
ネ

社
会
構
想
」
を
策
定
。「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
駆
け

の
地
」
を
目
指
す
福
島
県
の

復
興
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
か

ら
後
押
し
し
て
い
る
。
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
の
研
究
成
果
を
活
用

し
、
種
々
の
取
り
組
み
を
加

速
化
さ
せ
て
い
る
。

福
島
新
エ
ネ
社
会
構
想

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
最
大
限
の
導
入
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
水
素
を
「
作

り
」、「
貯
め
・
運

び
」「
使

う
」、
未
来
の
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
実
現
に
向
け
た
モ
デ

ル
を
福
島
で
創
出
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
に
沿
っ
て
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
１７

年
８
月
、
東
芝
、東
北
電
力
、

岩
谷
産
業
を
委
託
先
と
す
る

「
再
エ
ネ
利
用
水
素
シ
ス
テ

ム
の
事
業
モ
デ
ル
構
築
と
大

規
模
実
証
に
係
る
技
術
開

発
」
を
採
択
。
浪
江
町
の
町

有
地
で
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

東
北
電
力
か
ら
無
償
譲
渡

さ
れ
た
原
発
建
設
予
定
地

に
、
同
町
が
産
業
団
地
を
整

備
し
、
そ
の
一
角
を
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
に
貸
与
す
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

は
世
界
最
大
規
模
と
な
る
１

万
�
級
の
水
素
製
造
装
置
を

備
え
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
１７
年

度
中
に
着
工
し
、
２０
年
ま
で

に
稼
働
を
目
指
す
。

国
は
福
島
県
に
お
け
る
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を

支
援
し
、
燃
料
電
池
自
動
車

や
燃
料
電
池
バ
ス
、
燃
料
電

池
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
導
入

推
進
も
図
る
。

浪
江
町
で
製
造
す
る
「
福

島
県
産
水
素
」
を
県
内
の
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
活

用
す
る
ほ
か
、
２０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
時
に
は
東
京
都

に
輸
送
。
選
手
村
な
ど
で
活

用
し
、
福
島
発
の
技
術
と
福

島
の
復
興
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

福
島
県
東
部
の
「
浜
通
り
」は
、東
日
本
大
震
災
の
津
波
と
原
発
事
故
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。こ
の
地
で
都
市
ガ
ス
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
す
る
相
馬
ガ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
２
０
１
７
年
９
月
、浜
通
り
で
初

と
な
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
た
。燃
料
電
池
時
代
の
到
来
を
信
じ
る
渋
佐
克
之
相
馬
ガ
ス
会
長
は「
水
素
社
会
移

行
の
先
駆
け
と
な
る
こ
と
こ
そ
が
復
興
に
つ
な
が
る
」と
訴
え
る
。渋
佐
さ
ん
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

（
大
喜
多

輝
雄
）

浜
通
り
は
、
北
は
新
地
町

・
相
馬
市
か
ら
南
は
い
わ
き

市
ま
で
、
太
平
洋
に
面
す
る

福
島
県
東
部
地
域
を
指
す
。

沿
岸
部
は
、
夏
は
涼
風
が
吹

き
、
冬
は
阿
武
隈
高
地
が
北

西
の
季
節
風
を
遮
る
た
め
雪

も
め
っ
た
に
積
も
ら
な
い
暮

ら
し
や
す
い
場
所
だ
。

ま
た
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た

土
地
柄
で
、
平
安
時
代
に
は

征
夷
大
将
軍
・
坂
上
田
村
麻

呂
が
蝦
夷
討
伐
に
際
し
、
こ

の
地
に
城
を
構
え
、
戦
国
、

江
戸
時
代
に
は
平
将
門
に
連

な
る
相
馬
氏
が
長
期
に
わ
た

り
居
城
を
置
い
た
。
相
馬
ガ

ス
が
本
社
を
置
く
南
相
馬
市

で
は
、
１
０
０
０
年
の
歴
史

を
刻
む
伝
統
行
事
、
相
馬
野

馬
追
（
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
）が
行
わ
れ
る
。

未
来
に
希
望
を

こ
の
地
域
は
地
盤
が
固

く
、
東
日
本
大
震
災
で
も
中

心
地
の
被
害
は
比
較
的
軽
微

だ
っ
た
。
だ
が
、
沿
岸
部
は

津
波
で
多
数
の
犠
牲
者
を
出

し
た
。
ま
た
、
福
島
第
一
原

発
の
放
射
能
漏
れ
事
故
が
市

民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
た
。

市
域
の
大
部
分
が
原
発
３０

㎞
圏
に
か
か
る
南
相
馬
市
に

は
屋
内
退
避
の
指
示
が
出

た
。
だ
が
、
市
民
の
多
く
は

放
射
能
を
恐
れ
て
遠
方
に
逃

れ
た
。「
震
災
前
に
約
７
万

２
０
０
０
人
あ
っ
た
人
口
は

一
晩
で
約
８
０
０
０
人
に
激

減
し
た
。
人
け
の
な
く
な
っ

た
通
り
に
、
ひ
も
を
食
い
ち

ぎ
っ
て
逃
げ
た
飼
い
犬
を
見

か
け
、
こ
れ
が
ゴ
ー
ス
ト
タ

ウ
ン
な
の
か
と
怖
く
な
っ

た
」
と
渋
佐
さ
ん
は
振
り
返

る
。そ

う
し
た
中
で
も
、
相
馬

ガ
ス
で
は
ガ
ス
の
火
を
絶
や

す
ま
い
と
、
社
員
の
５
人
に

１
人
が
決
死
の
覚
悟
で
残
留

し
、
業
務
を
継
続
し
た
。

そ
れ
か
ら
７
年
近
く
が
経

過
し
、
市
内
は
平
静
を
取
り

戻
し
て
い
る
。
相
馬
ガ
ス
の

陣
容
も
元
に
戻
っ
た
。
除
染

作
業
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
市
の

人
口
は
約
５
万
人
ま
で
回
復

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
電

解
水
素
を
作
り
、
市
内
各
所

に
設
置
す
る
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
燃
料
電
池
バ
ス
や
燃

料
電
池
タ
ク
シ
ー
に
水
素
を

供
給
、
さ
ら
に
水
素
の
導
管

供
給
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

て
、
燃
料
電
池
が
各
戸
に
設

置
さ
れ
た
水
素
タ
ウ
ン
を
作

る
―
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
水
素

社
会
を
、
こ
こ
で
ぜ
ひ
実
現

さ
せ
た
い
と
の
思
い
を
伝
え

て
き
た
。

そ
う
し
て
１６
年
に
自
ら
が

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備

す
る
考
え
を
公
表
し
た
。

規
制
緩
和
に
期
待

こ
の
地
域
で
は
、
水
素
と

聞
く
と
、
今
で
も
福
島
原
発

の
水
素
爆
発
を
思
い
出
す
人

が
い
る
と
い
う
。

南
相
馬
を
走
る
燃
料
電
池

車
は
、
相
馬
ガ
ス
の
社
用
車

１
台
を
含
め
て
ま
だ
２
台
し

か
普
及
し
て
い
な
い
。
商
用

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立

す
る
状
況
に
は
程
遠
い
。

そ
れ
で
も
、
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
整
備
し
た
の
に
は

理
由
が
あ
る
。

「
今
な
ら
国
の
後
押
し
も

得
ら
れ
、
当
社
の
規
模
で
も

何
と
か
ス
タ
ー
ト
は
切
れ

る
。
だ
が
、
将
来
も
し
も
本

業
の
ガ
ス
事
業
が
厳
し
く
な

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
そ
の

時
に
水
素
事
業
に
打
っ
て
出

よ
う
に
も
、
も
は
や
体
力
が

残
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な

い
」（
渋
佐
さ
ん
）。

社
内
で
は
当
初
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
に
対
し

て
慎
重
な
意
見
が
多
か
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
渋
佐

さ
ん
は
粘
り
強
く
、
社
員
に

夢
を
語
り
、
説
得
し
て
い
っ

た
。水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
当

面
、
自
家
用
と
し
て
使
う
。

使
い
勝
手
を
検
証
し
、
燃
料

電
池
車
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。

し
ば
ら
く
は
持
ち
出
し
が

続
き
そ
う
だ
が
、
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置
基
準
に
関

す
る
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
る

見
通
し
で
、
そ
う
な
れ
ば
商

用
化
の
道
が
開
け
る
と
渋
佐

さ
ん
は
期
待
す
る
。

「
ガ
ソ
リ
ン
を
併
売
す
る

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設

コ
ス
ト
が
か
な
り
下
げ
ら
れ

る
は
ず
だ
。
現
在
、
用
地
を

探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
１９

年
に
も
開
業
し
た
い
」
と
熱

く
語
っ
た
。

相
馬
ガ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
２
０
１
７
年
１０
月
１５

日
、
南
相
馬
市
内
に
あ
る
同

社
の
既
設
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
お
い
て
、
オ
ン
サ
イ
ト

型
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
稼

働
記
念
式
を
開
催
し
た
。
桜

井
勝
延
南
相
馬
市
長
ら
が
出

席
し
た
。
東
北
地
方
に
お
け

る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
は
３
カ
所
目
だ
が
、
福
島

県
浜
通
り
で
は
初
め
て
。

水
素
製
造
・
貯
蔵
・
充
填

装
置
は
、
本
田
技
研
工
業
と

岩
谷
産
業
が
共
同
開
発
し
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
ス
マ
ー
ト
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｈ

Ｓ
）
を
設
置
し
た
。

同
装
置
の
大
き
さ
は
高
さ

２
・
１
ｍ
、
幅
３
・
２８
ｍ
、

奥
行
き
２
・
１４
ｍ
。
本
田
技

研
が
独
自
開
発
し
た
差
圧
式

高
圧
水
電
解
シ
ス
テ
ム
を
電

解
ユ
ニ
ッ
ト
に
用
い
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
は
使
用
し
な

い
。
工
場
で
装
置
を
あ
ら
か

じ
め
組
み
立
て
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
に
よ
り
設
置
現
場
で
の

工
事
期
間
を
大
幅
に
短
縮
。

設
置
面
積
も
大
幅
に
削
減
し

た
の
が
特
長
だ
と
い
う
。

水
素
製
造
に
は
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
建
屋
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
（
２０
�
）
で
発
電
し

た
電
気
を
用
い
る
。
水
道
水

を
同
装
置
で
電
気
分
解
し
て

水
素
を
作
る
。
水
素
充
填
能

力
は
日
量
１
・
５
㎏
、
水
素

貯
蔵
量
は
約
１９
㎏
（
１５
℃
）。

充
填
圧
力
は
３５
Ｍ
�
と
な
っ

て
い
る
。

相
馬
ガ
ス
は
、
装
置
の
導

入
に
合
わ
せ
て
本
田
技
研
工

業
の
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）「
ク
ラ
リ
テ
ィ
」
を

社
用
車
と
し
て
１
台
リ
ー
ス

導
入
し
た
。

同
設
備
は
当
面
、
商
用
で

は
な
く
自
家
用
と
し
て
使

う
。
同
社
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た

ス
テ
ッ
カ
ー
を
Ｆ
Ｃ
Ｖ
に
貼

る
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た

登
録
車
両
に
、
水
素
を
無
料

で
充
填
す
る
。

福福
島島
のの
復復
興興
、、水水
素素
にに
託託
すす

相馬ガス 渋佐克之会長の挑戦

燃料電池車に水素を充填する渋佐会長（左）と桜井勝延南相馬市長

浜浜通通りり初初のの水水素素ＳＳＴＴ

ホ
ン
ダ
の
燃
料
電
池
自
動
車
「
ク
ラ
リ
テ

ィ
」
を
社
用
車
と
し
て
導
入
し
た

再
エ
ネ
水
素
を
東
京
五
輪
に

実証研究の概要

福島 新エネ
社会構想
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